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フッ素樹脂は表面自由エネルギーが高く，他の材料との接着が困難である。表面の親水化は接

着の前処理として有効である 1)。フッ素樹脂表面を親水化する方法として，ヘリウムの大気圧プ

ラズマによりエタノールを分解し，生成した活性種を作用させる方法が報告されている 2)。そこ

で，エタノールの分解方法として真空紫外（VUV）光を利用することで，貴ガスを使用しない簡

便な方法によるフッ素樹脂の表面親水化を検討した。 

厚さ 1 mmのポリテトラフルオロエチレン（淀川ヒューテック，ヨドフロン，以下 PTFE）およ

びパーフルオロアルコキシアルカン（ニチアス，ナフロン，以下 PFA）を用意した。密閉容器内

に Xe2*エキシマランプ（172 nm，43 mW/cm2）を置き，直下に 1 mmの距離をあけて樹脂板を置

いた。窒素（純度 99.9995 %以上）を流量 2 L/min でエタノール（富士フイルム和光純薬）15 mL

に通してバブリングし，容器中をパージした。ランプを所定の時間点灯したのち，樹脂板を取り

出し，接触角計（協和界面科学，DMs-401）により水接触角を測定した。 

下図は，エタノール蒸気存在下での VUV光照射（以下，VUV+EtOH 処理）時間に対する PTFE

表面，PFA表面の水接触角の変化である。VUV+EtOH 処理によって水接触角が低下し，照射時間

120 秒のときにいずれも水接触角が最も小さくなった。X線光電子分光（XPS）や全反射赤外分光

（ATR-FTIR）による分析の結果から，親水化は，フッ素樹脂分子の側鎖から F原子が脱離した箇

所に有機ラジカルが結合することで OH基や C=O基が導入されることによると考えられる。 

 

図 VUV+EtOH処理による(a)PTFE 表面および(b)PFA 表面の水接触角の変化 
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